
7月 白保中２年生インカチ漁体験           アースウォッチand総合地球環境学研究所 　　　  白保小6年生シュノーケル   　　　　　 JICA稼業体験  
　　JICA（南米）講義                      　共同の赤土調査（夏）　　　　　　　　　11月 富士ゼロックス研修受入     　  　 　白保中学生環境学習
8月 筑紫女学園大学受入                    白保住民ビーチクリーン        　 　　　　　　住友生命役員視察　　　　　　　  12月しらほこどもクラブ　
    HISツアー受入                    10月 JICA　パラオ受入           　　　　　　　　　大阪昇陽高校修学旅行受入　　　　　　　 with沖縄大学ゲッチョゼミ
9月 清泉女子大学受入                      JICA　中南米受入　 　　　　　　　　　　　　　赤土調査（秋）　　　
 　 沖縄大学受入                          和歌山県職員労働組合グリーンベルト　　 　　　東京農業大学グリーンベルト                                     

NPO夏花７～12月主な活動 集落散策をする県職員労働組合の皆さん

    

Ｎ Ｐ Ｏ 夏 花 が 2 0 1 6 年 4 月 か ら 実 施 し た ツ ア ー や 研 修 等 の 受 け 入 れ は 、 2 1 回 に も 及 び ま し た 。 こ れ 

は 2 0 1 5 年 度 と 比 べ て も 倍 近 く に な っ て お り 、 リ ピ ー タ ー の 企 業 ・ 団 体 ・ 学 校 等 は も ち ろ ん 、 

 新 規 も 多 く 、 Ｎ Ｐ Ｏ 夏 花 が 発 足 し て か ら ツ ア ー や 研 修 等 の 受 け 入 れ は 年 々  増 加 し て い ま す 。 

         プ ロ グ ラ ム 内 容 は 、 赤 土 流 出 対 策 と し て の 月 桃 植 栽 や シ ュ ノ ー ケ リ ン グ 体 験 、 サ ン ゴ に 関 す る 

レ ク チ ャ ー や 白 保 の 伝 統 的 な 料 理 の 試 食 、 民 泊 に 稼 業 体 験 、 集 落 散 策 な ど 、 多 岐 に わ た り ま す 。 

そ う い っ た 白 保 の 自 然 や 文 化 、 人 々  の 暮 ら し ぶ り を 体 験 、 学 習 し て も ら う こ と が 評 価 さ れ て い ま 

す 。 大 学 の ツ ア ー や 研 修 の 受 け 入 れ に 関 し て は 、 白 保 の 小 学 校 5 年 

 生 か ら 白 保 中 学 校 2 年 生 で 構 成 し て い る 「 し ら ほ こ ど も ク ラ ブ 」 と 

 の 交 流 も 兼 ね て お り 、 大 学 や 専 門 学 校 な ど が 無 い 石 垣 島 で は 、 こ 

 の 世 代 の 学 生 た ち と 地 域 の こ ど も た ち が 関 わ り 、 と も に 自 然 体 験 

 や 文 化 体 験 を し て い く こ と に よ り 、 子 供 た ち の 地 域 愛 の 向 上 や 島 

 の 外 に つ い て 考 え る 良 い 機 会 と な っ て い る と 考 え て お り ま す 。 こ 

 れ か ら も 白 保 地 域 の 皆 さ ま の ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

 企  業  ・  団  体  研  修  増  加

sarmin新規取扱店 
「223雑貨店」＠ 東京 桜上水
「ニラカナイ」＠ 東京 自由が丘
「三省堂書店ICU売店」＠東京 三鷹
「しましまストアー」＠ 石垣市 大川
「しらほいえcafe」＠石垣市 白保
「パピル」＠石垣市 白保

 

               

 

石 垣 市 で は 2 0 1 6 年 よ り 総 務 省 の 「 地 域 お こ し 協 力 隊 」 事 業 を 導 入 し 、 そ の 第 1 期 協 力 隊 の 1 名 が 

N P O 夏 花 で 活 動 し て い ま す 。 9 月 に 就 任 し た 吉 田 礼 （ あ や ） は 、 9 年 程 前 に W W F し ら ほ サ ン ゴ 村 の 

イ ン タ ー ン 生 と し て 白 保 に 滞 在 し た こ と が あ り 、 そ の 経 験 が 今 回 の 夏 花 で の 活 動 に 繋 が り ま し た 。 

 夏 花 で は 特 産 品 の 製 造 ・ 販 売 や 販 路 拡 大 、 ま た そ れ ら の 製 造 に 向 け た 加 工 所 の 整 備 の ほ か 、 ツ ア 

ー の 受 入 な ど 、 夏 花 の 活 動 を サ ポ ー ト し て い ま す 。 

         協 力 隊 が 夏 花 で 取 り 組 む 活 動 の 一 つ で も あ る 加 工 所 の 整 備 は 、 月 

 桃 加 工 品 等 の 特 産 品 を 製 造 す る た め 、 約 2 年 前 か ら 稼 働 し て い ま す 。 

 こ の 加 工 所 で は こ れ ま で 、 赤 土 流 出 防 止 の た め に 農 地 の 周 辺 に 植 え 

 た 月 桃 か ら 作 っ た ル ー ム デ オ ド ラ ン ト ス プ レ ー 「 s a r m i n 」 や 月 桃 茶 

 ま た お 菓 子 の 香 り づ け 等 に 使 用 す る 月 桃 粉 末 を 製 造 し て き ま し た 。 

           こ れ ら の 拡 大 や 月 桃 以 外 の 地 域 資 源 を 活 用 し た 商 品 開 発 に 向 け 、 

 現 在 空 調 設 備 や 商 品 保 管 場 所 の 拡 大 な ど 、 加 工 所 の 整 備 を 進 め て 

 い ま す 。 今 後 加 工 所 を 更 に 活 用 し た い と 考 え て お り ま す の で 、 製 

 造 加 工 に 興 味 の あ る 方 は 、 夏 花 事 務 局 ま で ご 連 絡 下 さ い 。

 地  域  お  こ  し  協  力  隊  が  仲  間  入  り  ‼

        

    2 0 1 6 年 の 夏 、 「 沖 縄 の サ ン ゴ が 白 化 し て い る 」 

 と の ニ ュ ー ス が 全 国 を 駆 け 巡 り ま し た 。 環 境 省 の 発 

 表 で は 、 石 西 礁 湖 の 9 割 の サ ン ゴ が 白 化 し 、 そ の 7 割 

 が 死 ん で し ま っ た そ う で す 。 こ の サ ン ゴ の 白 化 現 象 

 は 、 白 保 の 海 で も 起 こ り ま し た 。 

 白 保 で は 7 月 の 上 旬 に 礁 池 の な か で   ミ ド リ イ シ や ト ゲ 

 サ ン ゴ の 白 化 が 認 め ら れ 、 そ の 後 8 月 1 0 日 に は 3 5 ～ 45 

 ％ の サ ン ゴ が 、 8 月 2 2 日 に は 4 0 ～ 5 5 ％ の サ ン ゴ 達 が 白 

 化 し 、 そ の う ち 2 0 ％ が 死 亡 し て い る こ と が 確 認 さ れ ま し た 。 

         白 保 の サ ン ゴ 礁 で は 、 過 去 に も 1 9 9 8 年 、 2 0 0 8 年 に も 白 化 現 象 が 起 こ り ま し た 。 こ の サ ン ゴ 

の 白 化 現 象 が 起 き た 年 に は 、 共 通 し て い る こ と が あ り ま す 。 そ れ は 、 夏 に 高 水 温 が 長 く 続 く 

こ と で す 。 原 因 は 様 々  で す が 、 そ の 一 つ に 台 風 が 来 な か っ た こ と が 挙 げ ら れ ま す 。 例 年 、 7 

月 に は 台 風 が 石 垣 島 に 接 近 し ま す が 、 今 年 は 9 月 ま で 台 風 が 近 づ き ま せ ん で し た 。 そ の た め 、 

 7 月 ~ 8 月 の 暑 い 時 期 に 浅 い 海 の 海 水 温 が 高 い ま ま の 状 態 に な っ た の で す 。 サ ン ゴ が 生 き る 適 

正 水 温 は 2 4 ～ 2 8 ℃ 。 白 保 の サ ン ゴ 礁 に 設 置 し て い る 水 深 3 ｍ の 水 温 計 で は 、 8 月 の 平 均 水 温 は 

 3 0 . 8 ℃ 、 記 録 を 見 る と 3 0 ℃ を 超 え る 時間 が   6 6 8 / 7 4 4 時 間 も あ っ た の で す ！ 暑 く な っ て し ま っ 

た 白 保 の 海 で 、 多 く の サ ン ゴ 達 は 、 暑 さ に 耐 え き れ ず に 白 化 し て し ま っ た の で す ね 。 

           サ ン ゴ の 白 化 は 、 温 暖 化 の 影 響 で 再 び 起 こ る と 考 え ら れ て い ま す 。 私 た ち は 何 を す べ き な 

の で し ょ う か ？   サ ン ゴ の 白 化 を 引 き 起 こ す 原 因 は 高 水 温 だけ で は な く 、 陸 か ら の 流 れ 込 む 土 

砂 等 に よ る ス ト レ ス も 関 係 し て い ま す 。 私 た ち は 、 こ れ ら の ス ト レ ス を 減 ら し 、 サ ン ゴ 達 が 

快 適 に 生 き る 海 を 汚 さ な い 努 力 を す る こ と が で き ま す 。 み ん な で そ の 努 力 を 続 け 、 白 保 の サ 

ン ゴ 礁 の 回 復 を 見 守 っ て い き ま し ょ う ！ 

                                                                      （WWFサンゴ礁保護研究センター白保サンゴ村　センター長鈴木倫太郎）

2016年9月4日の白保礁池

 W W F / 鈴  木  倫  太  郎

白保のサンゴ礁でもサンゴが白化！

なつ  ぱな 2017年4月発行　　第5号
NPO夏花（なつぱな）
石垣市白保158
TEL：0980-87-0302
　　　080-8553-8848
HP：natsupana.com
facebook.com/natsupana



                                      
【寄付の申し込み先】

①郵便振り込み　

　口座番号：01700-5-144439

　加入者名：特定非営利活動法人夏花

②クレジット決済　h�p://natsupana.com/donate

　「寄付を申し込む」をクリックしてください

サンゴ礁保全サポータークラブ「夏花んちゅ」

      会費：月500円/口　

☆特典☆

　夏花新聞メールにてお届け

　ツアー参加時の割引

　白保の商品プレゼント（年1回）＊ご入会1年以上の方

    

　　　　　　　白保の皆様へ

NPO夏花では白保村の村づくり、サンゴ礁保全を一

緒に活動してくれる方を募集しています。

①民泊受入家庭（稼業体験含む）の募集。

農業体験やホームスティなど、白保の暮らしを体験

するプログラムを実施しています。全体プログラム

は夏花が運営し、その一部を受け入れていただきま

す。受入時には宿泊費等をお支払いします。

②月桃の加工品を製造するアルバイトさんを募集し

ています。

週2日～OK（学生可）お問合せください。

                080-8553-8848（吉田・坂田）

        

 《コラム》　  
       

1年で最も干満の差が大きい旧暦3月3日は浜下り。家族で浜に出て、浜の石を積んで囲っ

て火を焚き、ご馳足を食べたそうです。ご馳足は目の前の海で採れる魚貝や海藻。干上

がった海はおかずの宝庫。そんなのどかな風景が広がったそう。女の子は海水に手足を

浸して身を浄める習わしでした。

 十年ほど前、「よ～し海に行こう!」と、小さい息子に

ラッシュガードを着せ、浮き輪を持って護岸に登ると、

干上がった海ははるか遠く。浮輪の出番はなく、お弁当

でなだめすかした思い出があります。

今年のサニズは3月30日です。

サニズ

         夏季調査では、轟川河口より以北の浜端付近２か所で

ランク⑥という高い赤土堆積量を記録し、見た目の濁り

も如実であった。しかしその他の定点では比較的に低い

値になり、堆積量の少なさが伺えました。しかし、水中

全体の見た目としては、多くのサンゴの白化現象が確認

されました。(*白化については別途記事を参考）

　秋季調査での水中の見た目の変化としては、夏季に比

べ透明度が上がったように感じました。それは(夏季調査

後の)台風の影響により、赤土が礁池外に排出されている

のではないかと予想できることから、堆積量は夏季調査

に比べて大きな変化はない結果となりました。

　夏季調査も秋季調査も、サンゴの白化が目立ち今後の

成長が心配ですが、根気強く調査を重ね、夏花新聞で情

報を発信していきたいと思います。

調査方法：ＳＰＳＳ法(※)
※海底より一定量の砂を採取し、その中に含まれる微粒子による海水の濁り具合を測定すること
で海底に沈殿する赤土の量を推定する方法　(5b以上でサンゴに影響があるレベル）

        

白保中学校2年生への環境学習として、「コーラルウ

ォッチ」というサンゴの健康度合いを色で判断する調査

を実施し、去年からデータを蓄積しています。カラーチ

ャートと呼ばれる専用の用具を使い、簡易的に調査して

います。今年は、夏と冬に一回ずつの計2回調査を行いま

した。前年度から引き継いでいるサンゴを各グループで

担当し、調査しています。

　今回の調査では、白保でもサンゴの白化がみられ、夏

の調査時点ではサンゴ表面の色はだいぶ薄く、冬の調査

ではある程度色が戻っていましたが、健康な色合いとは

言えない状態であったように見えました。来年もまた、

中学2年生が同様に調査をしていきたいと考えています。

中学2年生コーラルウォッチ

 活  動  報  告

中学生の環境学習

赤土調査報告【夏/秋】
 活  動  報  告

           

白保日曜市では、不定期に「白保日曜市LIVE」が行われています。

白保日曜市のお客様の為にと、横目研究所の横目師匠夫妻を中心に、横目研究所の

門下生のみなさんがLIVEをして白保日曜市を盛り上げてくれています。八重山の古

典民謡を生で聞けるチャンスはなかなかないので,観光客の方に大変好評です。最

初はゲリラライブ的に、ごくたまに行われていましたが、最近では、頻度が高くな

ってLIVEを楽しみにするお客様も増えています。

また雑誌取材や個人ブログ、SNSなどで白保日曜市

を取り上げてもらうことも増え、気づけば白保日曜

市のFacebookも友達が1000人を超えました‼

「継続は力なり」といいますが、長年地道に続け

てきて、そしてみんなの協力があって白保日曜市が

あるんだなと感じます。

LIVEの告知はFacebookでしか行ってないので、

是非チェックしてください！ 白保日曜市LIVE by横目研究所

2016年9月夏季調査

カラーチャートでD3のサンゴ

白保日曜市


